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はじめに 

拝啓 季夏の候、皆様には日頃より後援会活動にご理解、ご協力賜りますこと、心より御礼申し上げます。 

 この度の令和 2 年 7 月豪雨により被害に遭われた皆様に心よりお見舞い申し上げるとともに、一日でも早く

日常が取り戻せることを心よりお祈り申し上げます。 

 さて、東京都において連日、新型コロナウイルス感染症により感染者数が増大しております。さらに、八王子

市においても感染者数の増加がみられており、コロナウイルスの感染は対岸の火事ではなく、身近なものとして

存在しております。 

 私自身、活動を通じてコロナ対策のさらなる充実や、現在、八王子市が進めております子どもたちの学びを確

保するための GIGA スクール構想に取り組んでおりますが、この間、多くの方と打ち合わせをする機会が増えて

おります。だからこそ、改めて感染症対策としての「マスク着用」、「相手の方との距離の確保」、「消毒の徹底」、

「検温による体調管理」などに注意を払っております。 

 今年の夏は、八王子祭り、西八王子夏祭りなどをはじめ、町会自治会の多くのお祭りが中止となっております。

例年、お祭りを楽しみにしている方にとっては寂しい夏になると同時に、私自身もお祭りに伺わせて頂く中で交

流させて頂く機会がなくなることを残念に感じております。 

 しかし、こういう時に後ろ向きになるのではなく、前向きに進めることを考え、取り組むことが重要だと感じ

ております。 

 7 月の都知事選挙が終わった後より、改めて駅の街頭に立ち、市の情報や私が取り組んでいることを発信でき

るよう駅頭をしております。さらに、最近ではコロナ感染者が多いことから、「濃厚接触者」になるのかという

不安をお聞きする所があり、改めてその定義を含めた情報を掲載しているレオ NEWS の配布も行わせて頂いて

おります。 

 これから秋にかけてどのような状況になるか想像がつかない所がありますが、新型コロナに負けることなく、

前に進むための街づくり、人づくりに取り組んでまいります。 
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討議資料 

新型コロナウイルス感染症が収束せず、感染者数が各地において増加している状況にも関わらず、

豪雨災害に見舞われる状況が起きております。現在、八王子市においても感染症対策を踏まえた避難

所の開設訓練などに取り組んでおりますが、集まれない状況があり、十分な周知が出来ていない所で

あります。 

私自身、議会において昨年の台風 19 号による水害による影響を考え、洪水ハザードマップの見直

しについて取り組んでおります。本年に入り、東京都では浅川水域における洪水ハザードマップの見

直しを行いました。これを受けて、現在、八王子市においても以前に配布しましたハザードマップの

見直しを行っており、浸水想定区域や避難上の場所について検討を進めております。これから秋にか

けて、台風シーズンの到来が予測される中、一日でも早く皆様に新たな情報を届けられるように取り

組んで参りますので、配布された際にはご家庭において大切に保管頂ければと思います。 

また、内閣府の防災情報ページにおいて、感染症対策を踏まえた防災情報を掲載しており、避難す

る際やご自宅での災害対応のポイントが掲載されておりますので、是非、ご参考ください。 

避難所として体育館に感染対策を行いながら避難所を設置した場合、収容人数が今までの半分にな

ると同時に、設置作業には今までより多い人員が必要となることが考えられます。その対策として、

普通教室では児童生徒の学習物品があることから、特別教室や地域交流スペース、PTA 室などを開放

し、新たなスペースを確保することによる感染防止策を兼ねた設置をこの 6 月議会において提案し、

開設に向けて取り組んでおります。 

さらには避難所の開設にあたり、市の職員だけでなく八王子市消防団や自主防災組織、近隣町会の

協力を得ながら、安全な避難所の開設に向けて取り組んでまいります。 

災害時の対応が、今までの経験から予測がつかない状況になりつつありますが、そのような時にで

も皆様の生命を守ることが出来るよう、取り組んで参ります。 
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防災情報の 

ページ 
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災害対応のポイント 

【第 1 版】について  

新型コロナウイルス感染症が収束しない中において、知っておくべき 5 つのポイント 

災害時においては、危険な場所にいる人は避難することが原則になります。 
 
①避難とは「難」を「避」ことであり、安全な場所にいる人まで避難場所に行く必要はありません。 
②避難先は、小中学校、市民センターだけでなく、安全な親戚や知人宅の避難も考えましょう。 
③マスク・消毒液・体温計の不足が予想されますので、避難備品に入れ、自ら携行するようにしましょう。 
④八王子市が指定する避難場所が変更・増設されますので、今後に新しく全戸配布されますハザードマップ

で近くの避難所を確認しましょう。 
⑤豪雨時の屋外移動は車も含め危険です。早期の避難ややむを得ず車中泊をする場合には、浸水しないよう

周囲の状況などを十分に確認しましょう。 

都知事選挙と共に行われた 

日野の都議会補欠選挙において、 

元自民党三多摩支部連合会青年部長 

として仲間と共に応援へ。 
日々の活動報告、 

現在の市の取り組み等を、 

西八王子駅、めじろ台駅、 

みなみ野駅などにおいて、 

駅頭活動を実施中。 



 

かかりつけ医がいる方 

基礎疾患がある方 

妊娠している方 

日頃、医療機関にかかっていない方 

かかりつけ医がいない方 

かかりつけ医に相談した 

上で受診 

① 帰国者・接触者電話相談センター 

☎042-645-5195（八王子市保健所） 

平日 8：30～17：15 
② 都・特別区・八王子市・町田市 

合同電話相談センター 

☎03-5320-4592 
①の対応日時以外の曜日・時間帯 

症状がある 

不安に思う 

不安に思う 

症状がある 

・息苦しさや強いだるさ、高熱など 

・風邪のような症状が続く（高齢者

や基礎疾患のある方はすぐに） 

 
 

八王子市 新型コロナウイルス感染症

に関する総合コールセンター 

☎042-620-7253 
東京都新型コロナコールセンター 

☎0570-550571 
（ナビダイヤル、多言語による相談可） 

厚生労働省電話相談窓口 

☎0120-565653 

  PCR 外来   新型コロナ外来 

PCR 検査 

入院、ホテルなどでの療養 自宅療養、または一般の医療機関を受診 

パソコンを学校外に持ち出しても、インターネットの通信が出来る環境を整備することにより、児童

生徒の位置情報を把握することが出来るようにする。これにより、児童生徒が登校・下校した際には

保護者へ通知が届くようにしたり、万が一、事件などに巻き込まれた場合においても位置が把握でき

るようにしたり、安全対策としての見守り体制を構築することができる。 

医療機関を受診する際は、必ず電話で連絡をお願いします。 

新型コロナ 

外来受診は 

不要と判断 

（出典：八王子市ホームページより抜粋、追記あり） 

八王子市では、現在、文部科学省が進めております GIGA（Global and Innovation Gateway fo All）

スクール構想の実現に向けて取り組んでおります。 

GIGA スクール構想を具体的に示しますと、 

・児童生徒 1人につき 1台のパソコンを配備 

・高速で大容量の通信ネットワークの整備 

・これらの技術を活用した新たな学びの環境の創設 

になります。 

当初、GIGA スクール構想の導入については、複数年度をかけて取り組む予定ではありましたが、新

型コロナウイルスによる休校という事態を受けて、本年度、前倒しをして令和 2 年度ですべてを導入

することとなりました。 

さらに、配備されるパソコンなどにつきましては、学校内でのみ使用であったものが、自宅に持ち帰

って自宅学習でも利用できる体制にて検討が進められることとなりました。 

本年の第 1 回市議会定例会議の予算審議において、今後の GIGA スクール構想の実現に向けた質疑

を行い、その中で「ICTを活用した授業の実現」、「人と人の関わり合いを大切にした学校環境の実現」

を訴えました。 

今、学校では英語教育やプログラミング教育という、今までにない新たな教育が取り入れられており

ます。これらの教育に対して、より効果的に、効率的に児童生徒が学べる環境を作り上げると共に、人

と人が関わる中で学ぶ礼儀、思いやりを大切にした教育環境に向けて取り組んでまいります。 

GIGA スクール構想を活用したレオの 3つの提案 

児童生徒にパソコンが 1 人 1 台配備されることから、そのパソコン内に教科書や授業で使う副読本

を電子書籍（データとしてパソコンで閲覧できる形）化して、教科書によってランドセルが重くなり

すぎることを防ぐ。 

インターネットを使って授業するオンライン授業体制を整えることにより、公立学校における授業の

内容を一元化出来ると共に、欠席や不登校の児童生徒に対して授業の遅れがないように支援すること

が出来る。さらに、教材の準備が効率化できることから、昼休みや放課後においては、教師が児童生

徒共に触れ合い、寄り添う時間の確保を目指す。 

GIGA スクール構想として、高速で大容量のネットワーク回線を整備する時に、八王子市内で活用で

きるネットワークを整備し、高齢者支援、防災対策の分野でも活用できるようにする。 

例えば、災害時には河川の氾濫を測位する水位計の情報を取得・分析したり、認知症などで行方不明

になる可能性のある高齢者には位置情報を取れる見守り体制を構築したり、お祭りなどの大きな行事

では、一括して同じ情報を提供できるようにしたり、新たな活用を生み出すことができる。 

さらなる発展により高齢者支援、防災対策へ！ 
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＊東京都においては、受け入れ病院および受け入れ宿泊施設について、都が一括して入院・入所の調整を行っています。

そのため、市内病院や市内宿泊施設についても市民以外の方が利用されることがあります。 

＊濃厚接触者の定義について：発症 2 日前、手で触れることの出来る距離（約 1m）で必要な予防策（マスク着用など）

なしで患者（確定例）と 15 分以上の接触があった方、または保健所の判断において濃厚接触者と判断された方 


